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Abstract
While	 it	 has	been	 crowded	at	 “Michi	 no	 eki 	 (a	
roadside	 station)”	 in	 a	 regional	 improvement	
institution	as	activation	of	 the	area,	 it	 is	 thought	
from	a	 change	 of	 regional	 industry,	 or	 change	
of	a	visitor’s	needs	 that	 it	has	 seen	 the	 turning	
point.	 	 In	order	 to	grasp	 the	current	 condition,	
a	 questionnaire	was	 carried	 out	mainly	 to	 the	
regional	 improvement	 institution	 at	 “Michi	 no	
eki ”	 all	 over	 the	country.	 	 It	was	 revealed	 that	




and	 the	 customer	have	 broadened	 owing	 to	 a	
local	producer’s	aging,	and	the	sales	downturn	of	
regional	industry.























































その後、増加の一途を辿り、平成 25 年 4 月 30 日現在で
1,004 駅が登録されている。
（2）アンケート調査内容





1,004 件の内、営業中の 1,000 件を対象に
アンケート（質問紙）調査実施
　・回	収	率：	 2013 年 6 月 6 日（木）郵送にて発送、
6 月 21 日締め切り（当日消印有効）郵
送にて返送。回収件数 513 件、回収率
51.3％。（注：データ集計に利用した件数
































表 3　平成 24 年度の客単価
（5）入込客数と客単価
　平成 22 年度から平成 24 年度の 3 年間の入込客数は、
「平成 22 年度」35.5 万人、「平成 23 年度」35.0 万人、「平
成 24 年度」35.8 万人、である（表 2）。
（5-1）客単価































　「一番売れる商品」平均単価は 577 円、「2 番目に売行






















































































方別平均集客数（平成 24 年度）を算出した（図 24）。
　上位 3位は、「関東地方」平均 54 万 5 千人、「北海道」
44 万 3 千人、「九州地方」36 万 1 千人である。一方、集
客数が低い地方は「東北地方」19 万 6 千人、「四国地方」
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　2）二回目の決定木
　決定木の結果、抽出された分岐点の変数（項目）は、
「①地域の課題：人口減少」、「②当駅の課題：売上の
低迷」、「③売れ筋商品：農水畜産物」、「④客の当駅を
知る方法：口コミ」、「⑤客の貴駅を知る方法：当駅の
ホームページ」である。
　よって、分岐した 4分岐点から、以下のことが示唆さ
れる。
①地域の課題が「人口減少」であれば、売上は低い傾向
にある。
②当駅の課題が「売上の低迷」であれば、売上は低い傾
向にある。
③「口コミ」と「当駅のホームページ」の情報は、売上
に寄与する。
④「農水畜産物」は、売上に寄与する。
図 28　二回目決定木（n=403）
Ⅴ　まとめ
　全国に広がりを見せている「道の駅」の地域振興施設
や併設施設を中心として実態を把握するためにアンケー
ト調査を実施した。
　以下に、アンケート調査結果からの考察を記す。
1.	「道の駅」は地元や周辺域住民との密接なネットワー
クにより形成されていた。
2.	「道の駅」の販売商品の取引先は地元や周辺域が中心
であるが、県内・外へと広がる傾向にあった。広がる
背景には、地元生産者の高齢化や客のニーズの変化が
あった。
3.	「道の駅」の集客数には、「周辺住民への食材の提供」、
「地元の特産物の販売」と関係していた。また、「道の
駅」の機能にとして「観光の拠点」や「情報発信拠
点」があれば、集客数は高い傾向にあった。さらに、
併設施設の「コンビニ」、「金融機関 ATM」、「飲食施
設」は集客数に寄与していた。
4.	「道の駅」が収益の課題を抱えていても、「テレビ」、
「口コミ」、「当駅のホームページ」、「周辺住民への食
材の提供」、「地元の特産物の販売」を活用することで、
収益を上げられる可能性があることが示唆された。
　以上は、アンケート調査結果からの示唆である。「道
の駅」の地域振興視察や併設施設には、地域性があ
る。また、道路事情や諸条件等の変化によっても集客
数や売上は違ってくると考えられるため、一概に言え
ない部分がある。さらなる、調査の必要性があると考
えている。
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